
　　　　

2025 年 3 月 27 日

9 時 0 分から 16 時 0 分まで 現在休止中

集団療育

【運動・感覚】【認知・行動】【人間関係・社会性】
集団ではじまりの会、体操（ふれあい・ブラッシングなど）、音楽・映像鑑賞、散歩、レクリエーション（ボーリング、風船バレーン等）、絵本の読み聞かせ、スヌーズレンなどを実施
します。

主な行事等

誕生日会
クリスマス会

（別添資料１）

家族支援

保護者の方と本人の体調等について連絡をとり、必要であれば鳥取医療セン
ターの外来受診を勧めるなど、ご家族に寄り添った支援を行います。困りごと
がある場合はその都度お話を伺います。長期休暇前（利用前）にはモニタリン
グを行い、支援内容や発達状況など保護者の方と話をする機会を設けいていま
す。お迎えに来た保護者の方にお子様の１日の様子を報告・情報共有します。

移行支援

１８歳以上になっても、鳥取医療センター通園で引き続き生活介護を利用
可能です。また鳥取医療センターでは療養介護事業による入所も受け入れ
ているため、スムーズな移行が可能です。また移行支援会議等で学校やそ
の他機関との情報共有をします。

地域支援・地域連携

通園内での生活介護利用者との交流
相談支援専門員との情報共有 職員の質の向上

院内研修への参加等（動画視聴含）必要な研修を実施します。

プログラム 支　援　内　容（５領域）

【健康・生活】
バイタルサインのチェック、けいれん発作の観察・対応、与薬、体温調節、喀痰吸引、経管栄養、採尿等利用者様毎に必要な医療的ケアを行います。

【健康・生活】
経管栄養などの食事介助、入浴介助、口腔ケア、発汗・汚染時の清拭・更衣、排泄介助・おむつ交換等を必要に応じて行います。

【運動・感覚】
理学療法士・作業療法士等により座位訓練、関節可動域訓練、立位歩行訓練等必要な訓練を行います。

【運動・感覚】【言語・コミュニケーション】
摂食訓練、口腔ケア、コミュニケーション（音楽・絵本）等を言語聴覚士が実施します。

【運動・感覚】【認知・行動】
個別に手足を動かす、制作、楽器遊び、感覚遊び、絵本読み等を実施します。

支援方針

鳥取医療センターは医療機関でもあるため、重症心身障害児の方が安心して療育を受けられる医療支援を行う。
また重症心身障害児の療育に精通したスタッフ陣が専門的な療育を行う

営業時間 送迎実施の有無

個別療育

摂食等

運動等

食事・栄養、入浴、保清、排泄・おむつ

医療的ケア

法人（事業所）理念
人類愛に基づく、質の高い医療を提供する。
患者本位の医療体制を確立し、充分な説明と同意の下に、自由意志を尊重し、人としての尊厳を守る
あらゆる情報の公開に努め、医療人としての自己研鑽に努める。

事業所名 独立行政法人国立病院機構鳥取医療センター通園 作成日支援プログラム（児童発達支援）



　　　　

2025 年 3 月 27 日

9 時 0 分から 16 時 0 分まで 現在休止中

地域支援・地域連携

通園内での生活介護利用者との交流
相談支援専門員との情報共有 職員の質の向上

院内研修への参加等（動画視聴含）必要な研修を実施します。

主な行事等

誕生日会
クリスマス会

集団療育

【運動・感覚】【認知・行動】【人間関係・社会性】
集団ではじまりの会、体操（ふれあい・ブラッシングなど）、音楽・映像鑑賞、散歩、レクリエーション（ボーリング、風船バレーン等）、絵本の読み聞かせ、スヌーズレンなどを実施
します。

家族支援

保護者の方と本人の体調等について連絡をとり、必要であれば鳥取医療セン
ターの外来受診を勧めるなど、ご家族に寄り添った支援を行います。困りごと
がある場合はその都度お話を伺います。長期休暇前（利用前）にはモニタリン
グを行い、支援内容や発達状況など保護者の方と話をする機会を設けいていま
す。お迎えに来た保護者の方にお子様の１日の様子を報告・情報共有します。

移行支援

１８歳以上になっても、鳥取医療センター通園で引き続き生活介護を利用
可能です。また鳥取医療センターでは療養介護事業による入所も受け入れ
ているため、スムーズな移行が可能です。また移行支援会議等で学校やそ
の他機関との情報共有をします。

運動等

【運動・感覚】
理学療法士・作業療法士等により座位訓練、関節可動域訓練、立位歩行訓練等必要な訓練を行います。

摂食等

【運動・感覚】【言語・コミュニケーション】
摂食訓練、口腔ケア、コミュニケーション（音楽・絵本）等を言語聴覚士が実施します。

個別療育

【運動・感覚】【認知・行動】
個別に手足を動かす、制作、楽器遊び、感覚遊び、絵本読み等を実施します。

プログラム 支　援　内　容（５領域）

医療的ケア

【健康・生活】
バイタルサインのチェック、けいれん発作の観察・対応、与薬、体温調節、喀痰吸引、経管栄養、採尿等利用者様毎に必要な医療的ケアを行います。

食事・栄養、入浴、保清、排泄・おむつ

【健康・生活】
経管栄養などの食事介助、入浴介助、口腔ケア、発汗・汚染時の清拭・更衣、排泄介助・おむつ交換等を必要に応じて行います。

法人（事業所）理念
人類愛に基づく、質の高い医療を提供する。
患者本位の医療体制を確立し、充分な説明と同意の下に、自由意志を尊重し、人としての尊厳を守る
あらゆる情報の公開に努め、医療人としての自己研鑽に努める。

支援方針

鳥取医療センターは医療機関でもあるため、重症心身障害児の方が安心して療育を受けられる医療支援を行う。
また重症心身障害児の療育に精通したスタッフ陣が専門的な療育を行う

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 独立行政法人国立病院機構鳥取医療センター通園 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


